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6 枚(ウスパキトンボ前週、後麹 25%、 50%、 75%翼型)、ウスパキトンボ翼型の特徴的な翼形状
を反映さえたコルゲート翼型が 4 枚(コルゲート No.1 翼型-No.4翼型)、そして空力特性比較の
翼型として曲板翼型 1 枚の合計 11 枚である。これらの翼模型には、翼端渦を排除する翼端板が
取り付けられており、 2 次元流れでの計測が可能となっている。空力特性計測はレイノルズ数が













3) コルゲート No.1 翼型、 No.4翼型および曲板翼型は、揚抗比が迎角に依存し難い領域を持
イコ。
4) コルゲート No.1 翼型の持つ前縁張り出しは、抵抗を減少させ流れの剥離を遅らせる効果を
持つ。
5) コルゲート No.3翼型の翼後部にある凸部 D は翼後縁からの逆流を防止し、流れの剥離を遅
らせる効果を持つ。
第 3 章では、第 2 章で得られた空力データから、レイノルズ数の増加がコルゲート翼型の空
力特性に及ぼす影響について注目し、コルゲート翼形状機能を考察する。そして、本研究が求め
るマイクロ風車に必要な翼型特性を明らかにし、本研究範囲内で、マイクロ風車に適すると考えら











3) コルゲート翼型については、レイノルズ数が Re=15000 に増加すると、コルゲート NO.l 翼
型および No.2翼型は厚翼、コルゲート No.3翼型および No.4翼型は層流翼型の揚抗特性に
類似した翼特性を持つようになる。
4) コルゲート NO.l 翼型、 No.4翼型および曲板翼型は、 Re=7000 においては迎角に揚抗比が依





6) コルゲート No.3 翼型が有する翼後部の凸部 D は、レイノルズ、数が変化しても流れの剥離を
遅らせる効果を持っている
7) マイクロ風車翼型として提案したコルゲート NO.5 翼型はレイノルズ数の増加に対して、高
い揚抗比を広い迎角範囲で維持可能で、ある。









2) コルゲート No.l 翼型が有する前縁の張り出しは、レイノルズ数 Re=7000 および Re=11000
における流れに対しても、低い迎角では流れの勢いを減少させる事で抵抗の増加を抑え、大
迎角では流れの剥離を遅らせる効果を持つ事が明らかとなった。








第 5 章においては、第 3 章で得られたコルゲート No.5 翼型を採用した小型風車を製作し、
風洞実験および屋外実験によってその特性を評価した。本章研究では以下の知見が得られた。




2) コルゲート No.5 風車のフィールド実験からは、風速の増加に対してはパワー係数[Cp]が低
下することから、風速の増加に対してもコルゲート翼型は大きな揚抗比変化を示さない。従
って、1)の結果からも、コルゲート No.5 翼型を風車に適用しても、第 3 章で明らかにした
低速域で高い揚抗比を持ち、風速風向変動に対して揚抗比を変化させない特性が維持されて
し、る事が分かつた。






















察した。第 2 章、第 3 章の知見を基に、儲夏風利用超4型風力発電用風車に適するコルゲート翼型を設計し、
これが、超/J型風車に適する特性を持っている事を明らかにし九
第 4 章では、開発した低レイノルズ数域専用の可視化実験手j去を用いて、取得した空力データから考察し
た形状機能が、耐lの可視化完験結果と合致してし、る事を編忍し、コルゲート翼割司りの耐もの現象および
形状機能を明らかにした。
第 5 章においては、風車用コルゲート翼型を採用した超/J型風車を製作し、その特性を風洞実験および、
フィールド、実験によって評イ面し、風車特性の評価を行った。コルゲート翼型がレイノルズ数の増加に対して、
低レイノルズ、数域で、は安定した揚抗比を持つものの、さらにレイノルズ数が上がることにより、流線型翼の
性能を示す傾向を示し、その後、レイノルズ数が lx105近辺で、特性が急激に低下する可能性を明らかlこした。
これらの研究により、 トンボの麹およびこれを基本として開発されたコルゲート翼周りの空気力学特性を
定量的、定性的に初めて明らかにし、この特性を利用した超/J、型風車が従来の流線型断面を有する翼型で、は
ネルギーの吸収で、きないとされていた低風速域でエネルギーの吸収が可能な事を示した。
これらの成果は、粘性の壁と言われ、従来計測が不可能であり、ほとんど報告の無いレイノルズ数 lx105
以下の領域での研究成果であり、実験手法の開発およびその成果は高く制面できる。
よって、持命文は博士(環境科学)の学儲命文として合格と認める。
11 
